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名洗港海岸環境整備名洗港海岸環境整備事業事業

港港 湾湾 課課

22

再評価事業箇所図

名洗地区
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・箇・箇 所所 名名 名洗名洗地区地区

・事業所管課・事業所管課 港湾課港湾課

・事業主体・事業主体 千葉県千葉県

・事業化年度・事業化年度 平成平成 ３３年度年度

・工事着手年度・工事着手年度 平成平成 ３３年度年度

・工事終了年度・工事終了年度 平成２４年度平成２４年度

・再評価の理由・再評価の理由 ⑥⑥再評価実施後一定期間再評価実施後一定期間

５年が経過している事業５年が経過している事業

44

県道愛宕山公園線

周遊動線

銚子マリーナ

海水浴場

名洗地区の海岸利用状況

●休息

●散策 ●浜遊び

●サーフィン

●ジェットスキー ●ビーチバレー

●海水浴
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名洗港（海岸環境整備）事業対象施設

西突堤

 突堤 4 基 

離岸堤（潜堤） 230ｍ 

離岸堤 70ｍ 

護 岸 970ｍ 

植 栽 2,400 ㎡ 

遊歩道 3,831 ㎡ 

全体事業費 ３４.６億円 

投資済事業費 ３１.２億円 

残事業費 ３.４億円 

西中突堤

離岸堤

離岸堤（潜堤）

Ｔ型突堤

東中突堤

離岸堤（潜堤） 銚子マリーナ海水浴場

千葉科学大学

銚子マリーナ

名洗地区

護岸・遊歩道・植栽

事業延長 Ｌ＝１，４００ｍ

66
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海岸環境整備事業における便益の算定

＜対象便益＞

①侵食防止便益

侵食地域内の資産を守ることによる便益。

「侵食防止便益」＝侵食による被害額

① 土地被害額（侵食により消失する土地面積）

② 一般資産等被害額（家屋・家庭用品）

②海岸利用便益

レクリエーション等の利用維持・向上効果を発生させる便益。

「海岸利用便益」＝旅行費用法による消費者余剰

88

想定被害

浸食速度 1ｍ/年
浸食範囲 50ｍ（50年）
浸食土地面積 6.8ha

浸食域内家屋数 49棟
想定被害額 約2千万円/年

名洗地区 浸食速度と浸食範囲想定図
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海岸利用便益海岸利用便益（（旅行費用法旅行費用法））

消費者余剰の算定消費者余剰の算定

７，２３９７，２３９円／人・回円／人・回

需要の推計需要の推計

H19H19年利用者数年利用者数 ２６２６，，２４６２４６人人

利用便益の算定利用便益の算定

７，２３９７，２３９円／人・回円／人・回××２６，２４６人／年２６，２４６人／年

＝＝１．９１．９億円億円／年／年

1010

●総費用（Ｃ）４９億円

●総便益（Ｂ）６２億円

費用便益比（Ｂ/Ｃ） １.３

0 20 40 60 80

（億円）

総便益

総費用



6

1111

1212

港
湾
区
域

海
岸
環
境
事
業
区
間

海岸侵食対策・海岸災害復旧事業区間

海岸保全区域
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社会経済情勢等

■近隣に海水浴場が存在しないため、人工ビーチの整備に対す

る地域のニーズが高く、それに対応した人工ビーチの整備を図

る必要がある。

■背後地に大学が設立されたため、若い層の人口が増え、海岸整

備に対する要請が高まっている。

■すでに供用している海水浴場は、ビーチバレーボール大会や

ジェットスキーの全日本選手権等も開催されるイベント空間となって

いる。

1414

対応方針（案）

■侵食の被害から地域住民の生命・財産を防護し、国土の保全が図

られること。

■事業進捗率が約９０％と高く、残事業についても平成２４年

度までに完了が見込まれること。

■供用している海水浴場では、様々なイベントが開催されており、海

岸を活用した地域の活性化が図られている。

継続


